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1. Tokugawa Ieyasu (徳川家康) 1542-1616 
 
2. Hidetada (徳川秀忠)  1578-1632 
 






6. Ienobu（徳川家宣）1662 -1712 
 
 4 










12. Ieyoshi（徳川家慶）  1793-1853 
 
13. Iesada（徳川家定）  1824 -1858 
 
14. Iemochi（徳川家茂）  1846-1866 
 




I. 贈物伝統形成  
  
 A. 江戸初期の外国からの贈り物 
 B. 江戸幕府の伝統形成———家康と秀忠、官位昇進、勅使参向、禁 
     裏朝廷への謝礼 
 C. 前将軍の遺品、代替わりの贈り物  
 D. 方式的献贈物  
 E. 献刀の習慣と将軍世子の祝賀 
 F. 火事見舞いと移住祝いの献上品 
 G. 大名の遺産相続、襲封の贈物 
 H. 家綱の贈物の特徴 
 I. 将軍初目見えの贈物 
 K. 太刀、刀、脇差その他美術品贈物の循環 
 L. 綱吉時代の新しい贈物制度 
 M. 綱吉以前の将軍臨駕と贈物 
 N. 将軍綱吉の寵臣訪問と贈物 
 O. 綱吉の親戚訪問と贈物 
 P. 遺産相続襲封時の綱吉の強制贈品 
 Q. 贈物大好き綱吉時代 
 R. 贈物競争 
 S. 将軍家宣の贈物スタイル 
 T. 女性の贈物交換の意義 
 U. 女性と贈物の特質 
   V. 天英院熙子と綱吉の母桂昌院 
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 A. 一般論としての結婚と贈り物の関係 
 B. 平安期の政略結婚  
 C. 戦国時代の政略結婚、人質、婚姻政策 
 D. 江戸時代武家の結婚 
 E. 徳川将軍の養女と政略結婚   
 F. 花嫁代償から持参金  
 G. 将軍の姫君嫁入り支度    
 H. 綱吉の姫君婚姻御資装集め 
 I. 姫君の祝義贈物交換 
 J. 大奥の伝統執着  
 K. 不可解な養女縁組 
 L. 吉宗の将軍相続と竹姫君 
 M. 吉宗時代の婚姻と贈物の謎 
 O. 吉宗以後の姫君婚姻御資装集め探し 































































































元和三年  享保四年  文化八年 
(1617/8/26)  (1719/10/9)  (1811/7/28) 
 
人蔘二百斤  人參五十斤  人參三十三斤 
花絲絹五十疋  大繻子十疋  大綸子五疋 
金襴三十疋  大緞子十疋  大緞子五疋 
白紬五十疋  白照布三十疋  ———— 
————   黃照布三十疋  ———— 
白苧布五十疋  ————   白苧布十五疋 
————   ————   生苧布十五疋 
————   白綿紬五十疋  白綿紬二十五疋 
黑麻布二十疋  黑麻布三十疋  黑麻布十疋 
虎皮三十張  虎皮十五張  虎皮七張 
豹皮三十張  豹皮二十張  豹皮十張 
花席二十巻  彩花席二十張  彩花席十張  
青皮十枚  青黍皮三十張  青黍皮十五張 
————   魚皮一百張  魚皮五十張 
白紙三十巻  色紙三十巻  色紙十五卷 
黄毛筆二百柄  各色筆五十柄  各色筆三十柄 
墨三十挺  真墨五十笏  真墨三十挺 
————   黄蜜一百斤  黃蜜五十斤 
————   清蜜十器（一斗づつ） 清蜜五器 
鷹五十聯  鷹子二十連  鷹五据 
 8 
帽段百疋  ————   ———— 
         
大納言（家慶へ） 
————  ————    人参三斤 
————   ————   大綸子五疋 
———— ———— 無紋綾子十疋 
———— ———— 白苧布十五疋 
———— ———— 黑麻布十疋 
———— ———— 虎皮五張 
————   ————   青黍皮十張 
————   ————   豹皮七張 
————   ————   魚皮五十張 
————   ————   虎皮七張 
————   ————   各色筆三十柄 
————   ————   色紙十五卷 
————   ————   花硯三面 
————   ————   真墨三十挺 
————   ————   鷹五据 
————   ————   駿馬一疋 


























































































































たのであった。 (Michael Cooper, “The Second Englishman in 
JapanThe Trials and Travails of richard Cocks, 1613–1624.”The 
Transactions of the Asiatic Society of Japan, 3" series, vol. 















































































いた。(J.F. Moran, The Japanese and the Jesuits: Alessandro 
Valignano in sixteenth-century Japan. London and New York: 
















ブラハム・ファン・デン・ブローク(Nico1aes Puyck and Abraham van 
den Broek) が府中（静岡）で生絹 3.5 picul (21O キロ) と八十個の鉛





































































































































































































































































十箱)、しゃひん、龍涎香 (五十袋)、石人 (二体)、玉鈴 (一対)、沈金、
料紙硯箱(一通)、純子(二十本)、太平布(五十足)、綾絹子(五反)、泡盛
酒(五十壺)。襲封のお礼としてかもじ (五かけ)、石の手かがみ (二挺)
、玉硯屏 (一双)、螺鈿の卓 (一脚)、沈金、 飯龍 (一対)、紅白縮細 (





























かびたん  あられんとうゑかれむへいと  歳廿八 
役人  へるまんこうれる  歳三十一 
筆者  てうきひんけるゆかとる 歳廿一 
大通詞  堤林重右衛門。小通詞 掘儀左衛門。 
貢品は:    
一猩々皮  弐反 一黒へるへとりん 五端 
一黒らしや  壱端 一花色へるとりん 同 
一萌黄らしや  同 一尺長大海気 三拾端 
一花色らしや  同 一尺長類違島海気 三拾三端  
一白大らしや 同 一しゆりしや島 同 
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一緋らしゃ  二端 一しゅくたす島 三拾三端 
一黒小らしや 同 一たあれす島 三十端 
一萌黄小らしや 同 一新織奥島 同 
一花色小らしや 同 一上奥島 同 
一緋らせ板  同 一奥島  同 
一黒らせ板  五反 一弐番さらさ 三十三端 
一黄らせ板  同 一 葡萄酒 一壺 
一花色らせ板 同 
















































諸大夫 (五位)への昇進の場合は:  
禁裏へ、杉原紙十帖、緞子一巻、 



















































































   三十枚、麝香五斤。  
中宮と女院 (中和門院、近衛前子) へ、それぞれ銀一万両、時服五十領 
   、沈香七十五庁、紅糸百庁、緋華糸五十卷、白綾子五十卷、麝 
   香二斤。 
女一宮へ、銀三千両、時服三十領、金襴十巻、黄金白銀各五百斤 (雛遊 
   び道具用)。 
女二宮へ、銀二千両、時服二十領、金襴十巻、黄金白銀各五百斤  


























































松平新太郎光政母(家康女督姫君、松平(池田)輝政室) ならびに池田光政  
 夫人(養女、天樹院娘) へ、金百枚と銀千枚づつ。 






 銀千枚とある)  
故九条関白幸家夫人と浅野但馬守長最母良雲院尼へ、金百枚づつ。 
七人の縁戚女性へ、金百枚づつ。 
家康側室清雲院 (お夏の方) へ金百枚。 
  
男性へは:  
本城 (家光) へ金三十万枚。 
尾張、紀伊両卿へ銀三万枚づつ。 
水戸中納言賴房へ銀二方枚。  
加賀中納言松平 (前田) 利常へ郷の刀および金一万枚。 





 政へ唐肩衝を添えられた。  
側近松平阿波守忠英ら大名八人へ銀三千枚づつ。 






























































































































































































   三世子よりは二種一荷づつ。  
 三十万石以上は三種二荷づつ。 
 十万石以上は御生母へ銀三十枚。 
   近江局へ十枚。 
   御乳母へ五枚。 
 二十万石以上は御生母へ二十枚。  
   近江局ヘ五枚。 
   御乳母へ三枚。 
 六万石以上は御生母へ五枚。 
   近江局ヘ三枚。 
   御乳母へ二枚。 
 二万石以上は御生母へ三枚。 




































の将軍宣下の祝い (1652/8/27、実紀 4:27)、崇源院の法事の香典 
(1652/9/11、実紀 4:60。1658/9/16、実紀 4:280-281)、禁裏の火事見舞




号祝い (1659/9/11、実紀 4:328)、家綱日光参詣賀 (1663/4/27、実紀
4:461)、日光山法会 (1671/2/18、実紀 5:93)、家光二十五回忌法会 




































































































あるから明らかに命令である (実紀 3:233)。すなわち、若君へは: 
  三十一万石以上は太刀、大馬代、大小刀,産着十襲、三種三荷。 
 十万石以上は太刀、大馬代、大小刀ならびに産着五襲、三種二荷。 
 六万石以上は太刀目禄、大あるいは小刀、産着三襲、二種二荷。 
























 六万石以上は十枚。  
 二万石以上は五枚。 
  一万石以上は三枚。  
 
女房 (総女中) へは、 
 三十一万石以上は銀百枚。 
 廿一万石以上は五十枚。 
 十万石以上は三十枚。  




 二十万石以上は十枚づつ。  



















3:377)、若君の袴着 (1645/1/13、実紀 3:382)、家光第二子 (亀松)の七
夜(1645/3/5、実紀 3:385)、徳松(綱吉)の七夜(1646/1/14、実紀 3:428)
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天樹院、高田の御方、千代姫君、清泰院、中丸御方 (家光夫人) へは： 

























































































































































参与 (贈受両方) が非常に多いのは興味深い。 
たとえば生母楽の局へ: 





















































































































































































































































































































 長福からは銀三十枚、綿百把。(1670/1/9, 実紀 5:63)。 
 
二日後、この初目見えを祝って家綱将軍は次の贈物をした。 








御台所からは (近江局お使い)  
 賴宜へ銀三十枚、三種二荷、香盆。 





























































家に返した。(1633/5/8と 28、実紀 2:594 と 597)。 松平（浅野）光晟
が父長晟の遺物正宗の脇差と玉堂の茶入を捧げた翌日、家光は光晟に玉
堂の茶入を与えている (1632/11/ 1と 2、実紀 2:571と 572)。南部重直
は襲封を謝して亡父利直の遺物の一文字の刀と茶入れを献じたが、五日
たって重直が就封のいとまに謁見したとき家光は茶入れを返した。
































































































タログにある国宝は (p。190 #16; p。194 #38; p。198 #57; p。200 
































































と、全員にではないが、たとえば十九人中六人 (実紀 5:378) とか、二
十一人中六人 (実紀 5:379) とか、十七人 の内七人、十六人に五人 (実


























杉山リブラ氏が下記のようにいっている。 (Takie Sugiyama Lebra and 
William P Lebra, Japanese Culture and Behavior, Revised edition, 
University of Hawaii Press, 1974. P.164)  
 
 …one simply buys so many dozens of the same kind of gift to 
be distributed among those to whom one by giri owes a gift, 
irrespective of the individual tastes of the receivers. It is in 
this context that we can understand the practice of taraimawashi, 
in which a gift that a person receives, for which he (and anyone 
ese, for that matter) would have no conceivable use, is simply 









、実紀 4:276。1660/7/22、実紀 4:358。1660/8/11、実紀 4:360) その他
白瓜、炭取瓢、炭入瓢などすぐに他の大名に廻されたりした。(例
:1653/4/14＆16、実紀 1:109。1654/10/25、実紀 4:127。1657/10/11、実

































を京都に送っている。(1680/8/28、実紀 5:373)。  
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  増上寺、護持院、護国寺、覚王院、観理院，大護院、根生院、 
 進休庵、了也雲臥の両大僧正、山王神田社家より昆布一箱づつ 



















 女院、准后、女御より二種一荷づつ。  
綱吉右大臣任命と家宣御養君を賀して： 

































 女院より自讃歌。   
 准后より薫物。 






































































































  主上に金入り三十巻。 
  院に二十巻。 
 
  女院に緞子十巻。 
  准后へ繻珍十巻。 
  女御へ繻子十巻。 
 
同じく家宣から： 
 主上に硯料紙箱。 
 院に硯，文台。 
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 女院、准后，女御へ各花瓶。 
 
桂昌院，御台所、御簾中よりは各々主上へ紗綾三十巻、上皇へ二十巻，
その他へ十巻づつ。 
 
又御増地の御祝とて綱吉と家宣より主上へ三種二荷づつ。桂昌院，御台
所、御簾中より二種一荷づつまいらせ給うた。(1704/3/23, 実紀 6:573-
574)。 
  
これらのリストを見ると、徳川将軍も五代ともなれば反対給付が複雑に
なり、同時に次第に無意味になっているのがわかる。 
一方綱吉時代は大名からの金集め祝儀集めが方式的だけではなくて、マ
ーセル・モースが論じているように、大きい贈物が権力を示すことは避
けられない。綱吉は気前のいい贈物をすることによって、またそれを集
めることによって将軍の権力をおおいに示した。 
 
幕府の支配者は左右前後をよく見て、すべて階段式に分類していたので
あって、寵臣に贈る品々、家来への褒美の禄、法事後の諸僧侶への布施
なども、大奥の女性達や冠婚葬祭の将軍御台所からの贈り物も、朝廷へ
の捧物も、全部階級的に、また其の人物の有用度によって整然と決まっ
ていたのである。 
 
しかし綱吉には何人かの特別な寵臣がいて、とくにその男性の寵臣には
この将軍は前後みさかいもなく物をやりたがったようである。方式と階
級に組み分けされた他の綱吉の扈従者たちのグループは官僚的な考え方
をした幕府役人によって決められたのであろう。（N.将軍綱吉の寵臣訪
問と贈物参照） 
 
 
 
